山梨県コンクール　二部　優秀賞
　「家族で作るお米」　
　中央市立田富北小学校四年　
　樋口　照空　
　ぼくの家では家族全員でお米作りをしています。六月初めは田植えの季節です。黄緑色の田植機に乗って朝早くから苗を植えました。ぼくの仕事は、みんなをおうえんすることと、きかいで植えられなかった場所を手で植えることです。田んぼの中は歩きにくくて長ぐつがぬげそうになりました。一生けんめい手伝ったら、こしが痛くなりました。
　休けいの時に、お母さんが作ってくれたおにぎりを食べました。ツナマヨ味で、つめたくてとてもおいしかったです。ぼくのおうちのお米は、いつも最高においしいです。
おばあちゃんが、
「コシヒカリというお米だよ。」
と教えてくれました。
　田植えが終わって、お父さんといっしょに田植え機をあらいました。水とブラシを使ってドロをおとしました。
　おじいちゃんが
「助かったな。ありがとう。」
と言ってくれました。
ぼくは、
「どういたしまして。」
と言いました。
　それから毎日おじいちゃんは、田んぼの水を見に行っています。ときどきぼくもトラックの助手席に乗って田んぼに行っています。
　八月中じゅん、ぼくが植えた苗は、ぐんぐん成長して花がさいています。田んぼは風が強くふいていて、いねはまるで波のようです。今年もおいしいお米がとれそうです。ぼくは、お母さんが作ったからあげとハンバーグが大好きなので、新米といっしょに食べるのが楽しみです。
　これからも田んぼの仕事を手伝って、おいしいお米を作り、みんなによろこんで食べてもらいたいです。
　いつかぼくも黄緑色の田植え機を運転しておじいちゃんに、
「ありがとう。」
と言ってもらいたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

